










緒言 

サラセミアは,ヘモグロビン合成能の低下にもとづく低色素性小球性貧血,赤血球寿命の短

縮,および無効造血などを特徴とする遺伝性貧血症候群である。その本態は,ヘモグロビン

を構成するα鎖,β鎖といった特定のグロビン遺伝子の欠失,あるいは塩基配列の変異にも

とづくグロビン合成の抑制およびα鎖と非α(β,δ,γ)鎖との合成量の不均衡が原因であ

ると考えられる。かつて,サラセミアはわが国では皆無であろうといわれたことがあったが

予想外に多く,また中等度ないし重症の貧血を呈する症例も相次いで発見されており,臨床

的にその診断は重要である。 

われわれは西日本地域におけるサラセミア症候群の発生頻度を調査したので,ここに報告

する。とくに,中間型サラセミアの血液所見と治療経験について述べ,日本のサラセミアの

実験と臨床的な問題点について検討する。 


